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(57)【要約】
　本発明は、引出しの延出ガイド（３）に対して引出し
フレーム（１）を上下させるための調節装置（２）を備
えた引出しフレーム（１）であって、調節装置（２）は
実質的に引出しフレーム（１）の内側に配置されており
、調節装置（２）は引出し内部（Ｒ）に面する引出しフ
レーム（１）の側部内面（Ｆ）の領域にて、引出し内部
（Ｒ）からアクセス可能である作動要素（４）を有して
いる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引出し延出ガイド（３）に対して引出しフレーム部材（１）を上下させるための調節装
置（２）を有する引出しフレーム部材（１）であって、
　引出し内部（Ｒ）の方向に面する、前記引出しフレーム部材（１）の側部内面（Ｆ）の
領域にて、前記引出しフレーム部材（１）のほぼ内部に配置された調節装置（２）は、前
記引出し内部（Ｒ）からアクセス可能な作動要素（４）を有することを特徴とする引出し
フレーム部材（１）。
【請求項２】
　前記内面（Ｆ）は、前記引出しフレーム部材（１）の取り付け位置において略垂直に延
出していることを特徴とする請求項１記載の引出しフレーム部材。
【請求項３】
　前記作動要素（４）は回転可能であることを特徴とする請求項１または２記載の引出し
フレーム部材。
【請求項４】
　前記回転可能な作動要素（４）は、前記引出し内部（Ｒ）の方向に面する表面上に、工
具がフィットする凹部（５）、好適には工具がフィットする十字スロットまたは六角ソケ
ットを有することを特徴とする請求項３記載の引出しフレーム部材。
【請求項５】
　前記調節装置（２）は、取り付け位置において前記引出し延出ガイド（３）上に載置さ
れると共に、前記作動要素（４）の作動により、好適には前記作動要素（４）の回転によ
り、直線的および垂直に可動な支持部（６）を有していることを特徴とする請求項１から
４のいずれか１項に記載の引出しフレーム部材。
【請求項６】
　前記引出し内部（Ｒ）から離れた端部にて、前記作動要素（４）は前記支持部（６）上
の対応するラッチ手段（８）と係合する螺旋ウォーム（７）を有することを特徴とする請
求項５記載の引出しフレーム部材。
【請求項７】
　前記作動要素（４）の回転軸（Ｄ）は、前記内面（Ｆ）の略垂直方向に対して横方向に
延出していることを特徴とする請求項２から６のいずれか１項に記載の引出しフレーム部
材。
【請求項８】
　前記回転軸（Ｄ）は、前記内面（Ｆ）の垂直方向に対して、３０°から１２０°の間、
好適には４０°から９５°の間の角度（α）を有することを特徴とする請求項７記載の引
出しフレーム部材。
【請求項９】
　当該引出しフレーム部材（１）はＵ形状部材（９）であり、当該引出しフレーム部材（
１）は、当該引出しフレーム部材（１）を引出し（１２）の後壁（１１）に接続するため
に、前記Ｕ形状部材（９）に接続できる後壁ホルダ（１０）を有しており、前記調節装置
（２）は前記後壁ホルダ（１０）の一部であることを特徴とする請求項１から８のいずれ
か１項に記載の引出しフレーム部材。
【請求項１０】
　前記Ｕ形状部材（９）は当該引出しフレーム部材（１）の内面（Ｆ）も形成しており、
前記Ｕ形状部材（９）は、そこを通って前記調節装置（２）の前記作動要素（４）へアク
セス可能とする穴（１３）を有することを特徴とする請求項９記載の引出しフレーム部材
。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の２つの引出しフレーム部材（１）を有する引
出し（１２）であって、当該引出し（１２）は、
　前記引出しの側壁、前記引出しフレーム部材（１）に接続された後壁（１１）、引出し
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底部（２４）および前記引出しフレーム部材（１）に取り付けられているか、または取り
付け可能である前方パネル（１４）、並びにオプションで２本の収容体レール（２１）を
形成する、引出し（１２）。
【請求項１２】
　請求項１１記載の引出し（１２）と、家具（１５）に取り付けできる引出し延出ガイド
（３）と、を有する構造物。
【請求項１３】
　前記引出し延出ガイド（３）は、家具の枠体（１６）に取り付けできる枠体レール（１
７）と、オプションで中央レール（１８）、および前記引出し（１２）を前記引出し延出
ガイド（３）に接続するための引出しレール（１９）を有しており、前記調節装置（２）
の前記支持部（６）は、前記引出しレール（１９）に対して、好適には前記引出しレール
（１９）の保持突出部（２０）に対して、位置が固定された関係で保持されることを特徴
とする請求項１２記載の構造物。
【請求項１４】
　家具枠体（１６）と、請求項１２または１３記載の構造物と、を有する家具（１５）で
あって、
　前記引出し延出ガイド（３）は、前記枠体レール（１７）によって前記家具枠体（１６
）に取り付けられていることを特徴とする家具（１５）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、引出し延出ガイドに対して引出しフレーム部材を上下させるための調節装置
を有する引出しフレーム部材に関する。本発明は、そのような引出しフレーム部材、およ
び引出しと引出し延出ガイドとを備えた構造物を有する引出しにも関する。本発明は前述
の構造物を有する家具にも関する。
【０００２】
　このようなタイプの引出しフレーム部材（引出し側壁に対応する）は、引出しフレーム
部材の高さ調節または上下移動によって前方パネルを傾斜させるように作動する。これは
引出しに対する前方パネルの傾斜調節には関与せず、むしろ引出し全体または引出しフレ
ーム部材が傾斜し、よってそれに装着されている前方パネルも傾く。基本的にこの傾斜調
節は、互いに重なるか、または家具枠体に対する複数の引出し前方部に関する通常の外観
を達成するため、特に美観の目的の役割を果たしている。引出しの装着後または装着中に
おけるこの調節は、多くの個別部材の製造許容差のために必要とされることが多い。
【０００３】
　このような引出しまたは引出し側壁自体による前方パネルの傾斜調節の１例は、ＥＰ１
５１６５６２Ｂ１に開示されている。しかしながら、この調節オプションの欠点は調節ネ
ジのそれへのアクセスが困難なことである。これは特に、個別の引出しが互いに密接に重
ねられた関係に配置されている場合には、上方からのみアクセス可能な調節ネジに届くに
は非常に大きな困難を伴うことを意味する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＥＰ１５１６５６２Ｂ１公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、したがって、従来技術よりも改良された、前方パネルの傾斜調節また
は引出しフレーム部材全体の高さ調節が容易に達成できる引出しフレーム部材または引出
し側壁の提供である。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　請求項１の特徴を有する引出しフレーム部材の場合には、この目的は、引出し内部の方
向に面する引出しフレーム部材の横方向内面の領域において、実質的に引出しフレーム部
材の内部に配置される調節装置に引出し内部からアクセス可能な作動要素を提供すること
で達成される。このようにすれば、引出し内部全体を作動要素の作動のためにさらに良好
に活用できる。この作動過程において、一つの引出しが半開きであるか、または全部の引
出しが互いに重ねられた関係に配置されている場合でも、引出しの内部スペースに届き、
作動要素に容易に到達できる。
【０００７】
　引出し内部は一般的に通常の使用目的で物品を収納する空間であると考えられている。
換言すれば、これは引出しフレーム部材、前方パネル、および後壁によって横方向に、並
びに引出し底部によって下方に限界が定められた空間であることを意味する。横方向フレ
ーム部材の上方には、収納目的に使用できる空間は存在しない。
【０００８】
　原則的には、引出しフレーム部材の横方向内面は任意の形状をとることができるが、通
常の変形例では、内面は引出しフレーム部材の取り付け位置において、ほぼ垂直に延出す
る。
【０００９】
　作動要素がスライダの形態である可能性は排除しないが、好適には作動要素は回転可能
である。この点において、引出し内部の方向に面するその表面上で回転可能な作動要素が
、その中に工具がフィットできる凹部、好適にはその中に工具がフィットできる十字スロ
ットまたは六角ソケットを有する。このようにすれば、作動要素は適切なネジレンチで回
転させることができる。
【００１０】
　一方、工具無しで作動させるためには、指で回転させるよう、作動要素の外面に凸部を
設けることができる。
【００１１】
　本発明の特に好適な変形例では、調節装置は、取り付け位置において引出し延出ガイド
上に載置されており、作動要素の作動によって、好適には作動要素の回転による作動によ
って、直線および垂直に可動な支持部を有している。このように引出しフレーム部材は、
引出し延出ガイド上に、好適にはその引出しレール上に、直接載置された延出可能な支持
部を有している。これは特にＥＰ１５１６５６２Ｂ１の技術に勝る利点を有しており、そ
の明細書に記載された、そこへ保持縁部が係合する細い環状溝よりも良好な保持および支
持効果を有している。
【００１２】
　作動要素の回転運動を支持部の変位運動へと変換するため、例えば作動要素を形成する
歯車や支持部を形成するラックを提供することが可能である。しかしながら、自己ロック
式高さ調節オプションを達成するため、好適には引出し内部から離れた端部にて、作動要
素は支持部上の対応するラッチ手段と係合する螺旋ウォームを有する。
【００１３】
　作動要素の作動をできるだけ簡素化するため、好適には作動要素の回転軸は、内面の略
垂直方向に対して横方向に延出する。この点において、回転軸が内面の垂直方向に対して
、３０°から１２０°の間、好適には４０°から９５°の間の角度を有することが特に有
利である。したがって、工具を使用するときは、水平方向に対して僅かに傾斜させるか、
または正確に水平（９０°に対応）にして、作動要素に装着できる。
【００１４】
　原則的に、調節装置が引出しフレーム部材の前方領域またはその後方領域に配置されて
いるかは、引出し延出ガイドの載置点周囲での引出しの旋回運動が調節装置の調節によっ
て可能である限り問題ではない。しかしながら、複雑で高価な前方パネル装着部材が、引
出しの前方領域に配置されることが多いため、引出しフレーム部材をＵ形状部材とし、引
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出しフレーム部材を引出しの後壁に接続するためにＵ形状部材に接続できる後壁ホルダを
持たせ、調節装置を後壁ホルダの一部とすることが好適である。このようにすれば、引出
しフレーム部材に後壁を取り付けるためにのみ適した後壁ホルダは、追加的に傾斜調節の
ための機能を提供できる。取り付け状態であってもたいていは引出しフレーム部材に配置
されている後壁ホルダへの傾斜調節のための良好なアクセスを提供するため、Ｕ形状部材
が引出しフレーム部材の内面を形成し、そこを通って調節装置の作動要素にアクセス可能
させる穴を有することが好適である。こうすれば、引出し内部の美観的要求も満たされる
。
【００１５】
　特許の保護は引出しフレーム部材だけでなく、引出しの側壁を形成する２つの側壁フレ
ーム部材と、引出しフレーム部材に接続された後壁と、引出し底部と、引出しフレーム部
材に取り付けられる前方パネルと、オプションの２本の収容体レールとを有した引出しに
も及ぶ。この場合には、２つの引出しフレーム部材はほぼ鏡像形態であり、引出しの内部
空間方向に面するそれらの各内面に作動要素を有することができる。
【００１６】
　特許の保護はそのような引出しと、家具に取り付けできる引出し延出ガイドとを含んだ
構造物にも要求される。この点で、引出し延出ガイドが、家具の枠体に取り付けできる枠
体レールと、オプションで中央レールと、引出しを引出し延出ガイドに接続するための引
出しレールとを有することが特に好適であり、調節装置の支持部は引出しレールに対して
、好適には引出しレールの保持突出部に対して、位置的に固定された関係で保持される。
この場合には引出しを、それ自体は知られたラッチ手段またはスナップイン（スナップ留
め）要素によって引出し延出ガイドに接続できる。支持部を引出し延出ガイドに位置的に
固定された関係で保持するとは、高さまたは傾斜の調節時に、支持部は引出し延出ガイド
に対して相対的に移動しないことを意味する（実際には引出し全体を取り外す時の相対的
移動が関与する）。調節過程において、支持部に対する、および引出し延出ガイドに対す
る引出しフレーム部材のその他全ての部品の相対的な移動が生じる。原理的には、引出し
を取り外した状態でも、支持部自体が延出ガイド上に残る可能性も除外されるべきでない
。この点においては、しかしながら、調節装置の作動要素への支持部の単純な再装着と正
確な係合が可能であることを保障することが必要である。引出しは常に遊びのない状態で
保持突出部によって引出しレールに保持されており、調節装置によって、または引出し全
体を取り外したときにのみ、引出しレールに対して移動することができる。
【００１７】
　特許の保護は、本発明による引出しフレーム部材を備えた、家具枠体、家具枠体に取り
付けられた引出し延出ガイド、および延出ガイドに装着された引出しを有する家具にも要
求される。
【００１８】
　以下において、本発明のさらなる詳細や利点が、図面に示された実施例を利用して、詳
細に説明されている。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、通常姿勢にある傾斜調節可能な引出しの概略図である。
【図２】図２は、後方領域が持ち上げられることで前方パネルが傾斜した状態の引出しの
概略図である。
【図３】図３は、家具の三次元図（斜視図）である。
【図４】図４は、引出しを備えた、前方パネルがない状態の家具の三次元図である。
【図５】図５は、異なる傾斜姿勢の前方パネルを備えた家具の断面図である。
【図６】図６は、異なる傾斜姿勢の前方パネルを備えた家具の断面図である。
【図７】図７は、異なる傾斜姿勢の前方パネルを備えた家具の断面図である。
【図８】図８は、調節装置を備えた後壁ホルダの分解図である。
【図９】図９は、調節装置を備えた後壁ホルダの分解図である。
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【図１０】図１０は、異なる程度に延出した支持部を備えた組み立て後の後壁ホルダをそ
れぞれ示している。
【図１１】図１１は、異なる程度に延出した支持部を備えた組み立て後の後壁ホルダをそ
れぞれ示している。
【図１２】図１２は、図１０に対応しており、異なる設置高の引出しフレーム部材の下方
領域の断面図である。
【図１３】図１３は、図１１に対応しており、異なる設置高の引出しフレーム部材の下方
領域の断面図である。
【図１４】図１４は、図１２に対応する三次元図である。
【図１５】図１５は、図１３に対応する三次元図である。
【図１６】図１６は、引出しの後方領域が部分的に切り欠かれた三次元図である。
【図１７】図１７は、異なる高さに設置された調節装置を備えた引出しフレーム部材を通
った前方パネルに対して平行な断面図である。
【図１８】図１８は、異なる高さに設置された調節装置を備えた引出しフレーム部材を通
った前方パネルに対して平行な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図１は、家具枠体１６、引出し延出ガイド３、および引出し１２を含んだ家具１５の概
略図である。引出し１２の引出しフレーム部材１と前方パネル１４が図示されている。引
出し１２は、接続位置２３（接触点）によって前方領域にて引出し延出ガイド３に接続さ
れている。後方領域では、引出し１２または引出しフレーム部材１は支持部６によって引
出し延出ガイド３に接続されている。支持部６は、引出しフレーム部材１の内面Ｆの領域
にて作動要素４を有する調節装置２の一部である。支持部６は、好適にはその引出しレー
ル３上で引出し延出ガイド３上に載置できるか、またはそれに固定式に接続できる。
【００２１】
　図２に概略的に示すように、作動要素４の作動は、引出しフレーム部材１と共に作動要
素４を支持部６に対して相対的に移動させ、支持部６は保持突出部２０によって引出し延
出ガイド３に対して位置的に固定した関係で保持される。作動要素４の作動（好適には回
転）が実行される方向に応じて、引出し１２全体が上下し、前方接触支持点周囲で旋回す
る。これによって前方パネル１４の傾斜が調節される。
【００２２】
　図３は、家具枠体１６と前方パネル１４とを有する家具１５の三次元図（斜視図）であ
る。対照的に、図４では前方パネル装着具２５によって装着できる前方パネル１４が図示
されていないため、引出し１２の残りの部分が明示されている。前方パネル１４（図示せ
ず）の他に、引出し１２は２つの横方向引出しフレーム部材１、後壁１１、および引出し
底部２４を有する。引出し１２は引出し内部Ｒを備えており、引出し内部Ｒは引出しフレ
ーム部材１の内面Ｆによって横方向が制限されている。左側領域に示すように、引出しフ
レーム部材１は好適には金属製のＵ形状部材９を有する。傾斜角度の単純で良好な調節を
提供するため、本発明によれば、引出しフレーム部材１のほぼ内部で、引出し内部Ｒの方
向に面する引出しフレーム部材１の横方向内面Ｆの領域に配置された調節装置３は、引出
し内部Ｒからアクセス可能な作動要素４を有している。この場合には、作動要素４は好適
には引出し１２の後方領域に配置されており、引出しフレーム部材１のＵ形状部材９を通
してアクセスおよび作動可能である。
【００２３】
　図５は、最も高い位置にある調節装置２を示しており、よって前方パネル１４は上部で
前方に傾斜している。対照的に図６は、その最下降位置を示しており、よって前方パネル
１４は上方領域で後方移動または後方に傾斜している。対照的に図７では、引出し１２は
家具枠体１６に対して直線的である。
【００２４】
　図８は、引出しフレーム部材１の一部である後壁ホルダ１０を示している。後壁ホルダ
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１０は、一方に取り付けプレート２７と、取り付けプレート２７に接続できる保持要素２
８とを有する。調節装置２を保持要素２８と取り付けプレート２７との間に装着すること
ができ、調節装置２の作動要素４は保持要素２８の丸穴２９内に保持されている。作動要
素４は工具と、十字スロット形状の凹部２５によって作動され、回転軸Ｄ周囲を回転でき
る。引出し内部Ｒから離れた、作動要素４の側部には、支持部６上の対応するラッチ手段
８に係合する螺旋ウォーム７（図９参照）が提供されている。作動要素４の回転が作動要
素４と、取り付けプレート２７と、保持要素２８とに対して、支持部６を相対的に移動さ
せる。この場合には、支持部６の直線および垂直方向の相対的移動は支持部６のためのガ
イド２６によって横方向で制限される。上下方向の移動制限のための当接部３１が支持部
６に提供されている。
【００２５】
　図１０は、組み立てられた状態の後壁ホルダ１０全体を示しており、凹部５を備えた作
動要素４は、保持要素２８と実質的に同一面を形成する。支持部６は保持要素２８の真下
に位置している。対照的に図１１では、支持部６は作動要素４の作動によって下方に延出
している。
【００２６】
　図１０に対応する図１２は、引出しフレーム部材１、後壁１１、および引出し延出ガイ
ド３を備えた後壁ホルダの断面図である。この場合、支持部６は引出しレール１９上に載
置されており、当接領域３０によって保持突出部２０により垂直方向で位置的に固定され
て保持されている。図１２に示すように後壁ホルダ１０と引出しレール１９との間のスペ
ースは、可能な最小降下スペースＳである。対照的に図１３は図１１に対応しており、後
壁ホルダ１０と引出しレール１９との間の可能な最大上昇スペースＨを示している。これ
ら２つの図１２と図１３から、引出し底部２４と引出しフレーム部材１の下方に配置され
た収容体レール２１も傾斜角度の調節において引出し全体と共に移動することは理解でき
るであろう。この結果、収容体レール２１は調節装置２の降下位置にあるときのみ引出し
レール１９上に載置される。
【００２７】
　図１４と図１５は、前述の位置に対応する三次元図であり、引出し底部２４とＵ形状部
材９の一部はここでは図示されていない。図１４は、降下スペースＳを示しており、支持
部６は収容体レール２１とほとんど同一面に配置されている。対照的に図１５は、引出し
フレーム部材１に接続された収容体レール２１（よって引出し１２全体）が、支持部６と
引出しレール１９に対して上昇した上昇スペースＨを示している。
【００２８】
　図１６は、引出し１２の後方領域の部分的切り欠き図であり、作動要素４を備えた後壁
ホルダ１０の一部を見ることができる。作動要素４の凹部は図１６では六角ソケットの形
態である。
【００２９】
　図１７と図１８は、引出しフレーム部材１と前方パネルに平行な引出し延出ガイド３の
断面図である。引出し延出ガイド３は枠体レール１７によって家具枠体１６に固定されて
いる。さらに、引出し延出ガイド３は、中央レール１８と引出しレール１９とを有してい
る。調節装置２の支持部６は引出しレール１９に接している。支持部６は、ラッチ手段８
の間の凹部に係合する、作動要素４の螺旋ウォーム７に対応する複数のラッチ手段８を有
している。支持部６の延出運動は、回転軸Ｄ周囲での作動要素４の回転によって創出され
る。図１７と図１８に明示するように、作動要素４には引出し内部Ｒを介して作業員が容
易に到達できる。作動要素４の回転軸Ｄは水平である必要はなく、引出しフレーム部材１
の内面Ｆの垂直方向に対して３０°から１２０°の角度範囲で傾斜できることは理解され
よう。図１８は、さらに狭い好適な角度範囲αである４０°から９５°を示している。さ
らに図１８は、最下降下位置（スペースＳ）にある引出しフレーム部材１を再び示してお
り、ラッチ手段８は、螺旋ウォームの形態である作動要素４の上昇位置７とさらに上方で
対応して係合している。図１７と図１８は、作動要素４へのさらに良好なアクセスのため
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【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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